
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に
本
社
を
構
え
る
ヤ

マ
サ
ハ
ウ
ス
は
、
創
業
72
周
年
を
迎
え
る
老

舗
の
地
域
工
務
店
だ
。
累
計
の
新
築
棟
数
は

９
３
０
０
件
を
超
え
て
お
り
、
鹿
児
島
県
と

宮
崎
県
の
一
部
を
商
圏
と
し
て
、
地
域
密
着

型
の
事
業
を
貫
い
て
い
る
。

同
社
の
事
業
の
大
半
が
注
文
住
宅
で
、
供

給
す
る
94
％
が
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
取

得
し
て
お
り
、
性
能
表
示
も
標
準
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
で

顧
客
か
ら
の
信
頼
獲
得
を

同
社
住
宅
本
部
の
本
村
幸
男
次
長
は
、「
当

社
の
強
み
の
ひ
と
つ
が
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
す
」
と
語
る
。
入
居
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
も
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
が

高
い
と
い
う
。

ま
た
、
先
述
し
た
施
工
品
質
や
性
能
の
高

さ
、
さ
ら
に
は
担
当
社
員
に
対
す
る
信
頼
度

と
並
び
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
度
が

同
社
を
施
主
が
選
ん
だ
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
度

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
が
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ

の
住
宅
建
設
業
向
け
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム

「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
だ
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す

る
た
め
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
住
宅
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
使
え
る

点
が
大
き
な
特
徴
だ
。

ヤ
マ
サ
ハ
ウ
ス
で
は
、
現
在
、
７
名
の
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
が
在
籍
し
て
い

る
が
、
10
年
ほ
ど
前
に
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
効
率
化
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

た
。
紙
ベ
ー
ス
で
行
う
顧
客
管
理
の
場
合
、

定
期
点
検
の
連
絡
や
、
メ
ン
テ
ン
ス
部
品
の

発
注
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、「
人

間
の
手
と
紙
だ
け
に
頼
る
こ
と
に
限
界
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」（
本
村
次
長
）
と
い
う
。

そ
こ
で
、「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
導

入
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
。「
住
宅
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
顧
客
情
報

を
一
元
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
部
門
だ
け
で
な
く
、
他
の
部
署
と

も
情
報
が
共
有
で
き
る
。
例
え
ば
、
２
年
目

点
検
を
迎
え
る
顧
客
の
デ
ー
タ
を
簡
単
に
呼

び
出
す
こ
と
が
で
き
、
定
期
点
検
の
案
内
状

な
ど
を
送
付
す
る
際
の
ミ
ス
が
な
く
な
る
。

最
近
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
よ
く
訪
問
で
き
る

仕
組
み
を
構
築
中
だ
。

こ
こ
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
家
歴
シ
ス
テ

ム
と
、
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ア
フ
タ
ー
シ

ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ
連
携
が
生
き
て
く
る
。

月
間
の
施
工
枠
を
最
大
20
棟
に
設
定

着
工
の
標
準
化
で
職
人
の
手
待
ち
を
抑
制

ヤ
マ
サ
ハ
ウ
ス
で
は
、
１
カ
月
に
着
工
す

る
棟
数
を
最
大
20
棟
と
決
め
て
い
る
。
年
間

２
０
０
棟
前
後
の
注
文
住
宅
を
供
給
し
て
い

る
が
、
今
の
施
工
能
力
で
一
定
以
上
の
品
質

を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
月
間
最
大
20
棟
に

留
め
て
お
く
べ
き
だ
と
判
断
。
そ
の
た
め
、

次
年
度
に
繰
り
越
す
受
注
残
も
多
く
、
新
年

度
が
始
ま
る
と
、
２
、３
カ
月
で
そ
の
年
の

年
度
内
の
実
行
高
を
ク
リ
ア
し
て
し
ま
う
。

契
約
か
ら
着
工
ま
で
に
４
カ
月
以
上
を
要
す

る
こ
と
も
多
く
、
こ
の
期
間
で
施
主
と
じ
っ

く
り
プ
ラ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
う
。

本
村
次
長
は
、「
待
っ
て
も
ら
う
お
客
さ

ま
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
工
体
制

も
整
っ
て
い
な
い
の
に
無
理
な
施
工
を
し
て

し
ま
い
、
施
工
品
質
が
悪
化
し
、
地
域
の
信

頼
度
を
損
な
う
方
が
申
し
訳
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
語
る
。

着
工
枠
を
決
め
る
こ
と
は
施
工
の
標
準
化

に
も
つ
な
が
る
。
毎
月
最
大
20
棟
が
着
工
さ

れ
る
の
で
、
年
末
や
年
度
末
へ
向
け
て
工
事

が
集
中
す
る
こ
と
が
解
消
さ
れ
る
の
だ
。

毎
月
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
工
事
依
頼
が
あ

る
た
め
、
協
力
工
事
業
者
に
と
っ
て
は
手
待

ち
の
状
態
が
な
く
な
る
。

着
工
枠
を
導
入
す
る
上
で
も
、「
住
宅
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

着
工
枠
を
決
定
す
る
会
議
で
、「
住
宅
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
に
集
約
さ
れ
た
情
報
を
基
に
分
析

を
行
っ
た
結
果
を
参
考
に
し
て
い
る
の
だ
。

ヤ
マ
サ
ハ
ウ
ス
で
は
、
既
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
導
入
。

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
他
シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー

タ
連
携
の
親
和
性
が
高
く
二
重
入
力
の
排
除

に
よ
る
生
産
性
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

と
、「
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
機
能
が
充
実
さ
れ
、

シ
ス
テ
ム
に
不
慣
れ
な
社
員
で
も
使
い
や
す

く
な
っ
て
い
る
」（
住
宅
本
部
谷
山
恭
平
主

任
）と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
同
社
は
、

現
場
監
督
の
作
業
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
に

業
務
課
を
新
設
し
、
現
場
管
理
以
外
の
書
類

の
提
出
と
い
っ
た
作
業
を
業
務
課
へ
移
管
す

る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
と
い
う
。

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
な
が

ら
、
施
工
枠
を
厳
守
す
る
こ
と
で
施
工
品
質

を
高
め
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
度
の

向
上
に
も
成
功
し
て
い
る
ヤ
マ
サ
ハ
ウ
ス
。

今
後
も
シ
ス
テ
ム
を
上
手
く
活
用
し
な
が

ら
、
常
に
業
務
改
善
を
図
り
、
同
時
に
働
き

方
改
革
も
更
に
進
め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

住
宅
業
界
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
に
対

す
る
シ
ス
テ
ム
拡
充
の
期
待
は
大
き
い
。

働 き 方 改 革

成 功 の ポ イ ン ト

実 践 者 に 聞 く

情報プラットフォーム
の構築により

アフターサービスも充実

施
工
枠
の
厳
守
で

施
工
枠
の
厳
守
で

業
務
の
品
質
を

業
務
の
品
質
を

標
準
化
す
る

標
準
化
す
る

住宅本部
谷山　恭平 主任

ヤマサハウス株式会社
（鹿児島県鹿児島市）

住宅本部
本村　幸男 次長

アフターサービスの充実に
向けて、住宅マネージャー
を導入

優れた性能を具現化するために施
工品質の向上にこだわるヤマサハ
ウスの住宅「住宅マネージャー」を活用し、

情報プラットフォームを構築

施工管理者の負荷を軽減し、
現場での施工品質の管理を徹底
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